
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
入
場
す
る
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

審
査
委
員
長

大 賞

山
名
八
幡
宮（
高
崎
市
）

の
宮
司
、
高
井
俊
一
郎
さ

ん

は
、
か
つ
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
支
え

て
い
た
神
社
か
ら
、
地
域

を
再
生
す
る
仕
組
み
を
発

表
し
た
。

テ
ー
マ
は
、
神
社
が
持

つ
物
語
、
文
化
や
伝
統
な

ど
の
地
域
の
物
語
を
大
切

に
す
る
こ
と
。
境
内
に
カ

フ
ェ
や
パ
ン
店
を
開
業

し
、
子
育
て
す
る
母
親
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
。

三
が
日
の
売
り
上
げ
は

上
昇
を
続
け
、
「
神
社
に

人
が
戻
っ
て
き
た
」
と
強

調
す
る
。
人
が
集
ま
る
こ

と
で
神
社
周
辺
に
施
設
や

店
舗
の
進
出
が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
、
神
社
を
中
心

と
し
た
新
し
い
経
済
圏
が

生
ま
れ
た
と
み
る
。

「
全
国
の
神
社
に
適
用

可
能
な
モ
デ
ル
。
神
社
か

ら
地
方
は
再
生
で
き
る
」。

入
賞
し
て
自
信
を
つ
け
、

「
来
年
か
ら
は
全
国
の
神

社
を
行
脚
し
た
い
」
と
言

葉
に
力
を
込
め
た
。

高井 俊一郎さん

神
社
中
心
に
地
域
再
生

⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥

群馬経済同友会・斎藤一雄代表幹事 左 から

表彰を受ける高井さん

三
晃
メ
ン
テ
ク
ス
（
前

橋
市
）
社
長
の
須
永
光
さ

ん

は
、
生
産
ラ
イ
ン

の
故
障
を
未
然
に
防
ぐ
Ｉ

ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
「
ト
ラ
ブ

レ
ス
」
を
提
案
し
た
。

創
業

年
を
越
え
る
同

社
の
３
代
目
で
、
工
場
の

設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
手

掛
け
る
。中
小
工
場
で
は
、

生
産
が
一
時
止
ま
る
と
大

き
な
損
害
に
つ
な
が
る
と

説
明
す
る
。
故
障
を
予
知

す
る
仕
組
み
が
必
要
と
考

え
た
。

「
ト
ラ
ブ
レ
ス
」
は
、

工
場
内
の
機
械
に
温
度
や

音
、
振
動
を
測
定
す
る
チ

ッ
プ
を
設
置
。
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
が
故
障
の
可
能

性
を
診
断
す
る
と
タ
ブ
レ

ッ
ト
に
通
知
し
、
事
前
に

修
理
で
き
る
。

中
小
企
業
向
け
に
機
能

を
抑
え
、
低
価
格
の
導
入

を
見
込
む
。
「
受
賞
に
背

中
を
押
さ
れ
た
思
い
。
安

心
の
生
産
シ
ス
テ
ム
を
必

ず
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
」
と

決
意
を
語
っ
た
。

須永 光さん

Ａ
Ｉ
で
工
場

故
障
予
防

⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥
山
本
龍
前
橋
市
長

左

か
ら
表
彰
を
受
け
る
須
永
さ
ん
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国
領

二
郎
さ
ん
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総 評
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊇
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∪
∪
∪

⊃

社
会
的
課
題

正
面
か
ら

総
評
を
述
べ
る
国
領
審

査
委
員
長

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

受
賞
し
た
皆
さ
ん
に
心

か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ

た
い
。
今
年
は
４
０
２
件

の
応
募
の
中
か
ら

組
が

フ
ァ
イ
ナ
ル
に
進
ん
だ
。

昨
年
か
ら
（
応
募
数
が
）

倍
以
上
に
増
え
た
中
、
こ

こ
ま
で
来
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
は
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
群
馬
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド

を
育
て
て
い
る
群
馬
の
皆

さ
ん
に
敬
意
を
表
し
た

い
。参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
、

協
賛
や
応
援
の
皆
さ
ん
の

力
で
大
き
な
動
き
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
る
。

社
会
的
課
題
に
正
面
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
取
り

組
む
姿
を
見
せ
て
く
れ
た

も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。
大

賞
は
、
対
象
と
し
た
子
育

て
以
外
に
も
発
展
性
が
考

え
ら
れ
る
意
味
で
評
価
が

高
か
っ
た
。同
じ
よ
う
に
、

高
校
生
の
部
の
Ｍ
Ｒ
（
複

合
現
実
）
も
可
能
性
の
大

き
さ
が
評
価
さ
れ
た
。
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
部
門
の
エ

ピ
テ
ー
ゼ
は
深
刻
な
悩
み

の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
。

全
体
と
し
て
審
査
に
悩

む
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
あ
っ

た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
も
そ
う
だ
。
皆
さ

ん
が
発
表
す
る
様
子
は
す

が
す
が
し
か
っ
た
。

一
点
だ
け
、
来
年
も
応

募
し
た
い
と
い
う
人
の
た

め
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

い
。今
回
、「
面
白
く
て
、

本
当
に
あ
っ
た
ら
い
い

な
」
と
い
う
内
容
で
、
僅

差
で
入
賞
を
逃
し
た
も
の

が
あ
っ
た
。
数
字
や
所
有

権
な
ど
の
裏
打
ち
が
示
せ

る
と
、
他
に
対
す
る
強
み

に
な
る
と
思
う
。

現
実
化
さ
せ
て
世
の
中

で
発
展
さ
せ
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
成
功
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

エ
ピ
テ
み
や
び
（
甘
楽

町
）
代
表
の
田
村
雅
美
さ

ん

は
、
事
故
や
病
気

な
ど
で
体
の
一
部
を
失
っ

た
人
に
着
脱
可
能
な
人
工

ボ
デ
ィ
ー「
エ
ピ
テ
ー
ゼ
」

を
製
作
し
て
い
る
。

乳
が
ん
で
胸
を
失
っ
た

友
人
と
同
じ
よ
う
に
悩
む

人
た
ち
を
支
え
た
い
と
思

い
、
エ
ピ
テ
ー
ゼ
を
作
り

始
め
た
。
心
な
い
言
葉
や

視
線
で
人
生
の
楽
し
み
を

奪
わ
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
、
一
人
一
人
に
合
わ

せ
て
、
ほ
く
ろ
や
血
管
と

い
っ
た
細
か
い
部
分
ま
で

再
現
す
る
。

温
泉
宿
や
ネ
イ
リ
ス
ト

と
も
提
携
。
前
向
き
に
生

き
ら
れ
る
よ
う
に
お
し
ゃ

れ
や
入
浴
を
楽
し
め
る
機

会
を
提
供
し
、
心
の
ケ
ア

に
も
取
り
組
む
。

「
今
回
の
入
賞
は
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る

機
会
と
な
っ
た
。
笑
顔
あ

ふ
れ
る
エ
ピ
テ
ー
ゼ
を
群

馬
か
ら
発
信
し
た
い
」
と

声
を
弾
ま
せ
た
。

田村 雅美さん

失った体の一部 再現

⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥

県
商
工
会
議
所
連
合
会
・
曽
我
孝
之
会
長

左

か
ら

表
彰
を
受
け
る
田
村
さ
ん

高
崎
高
２
年
の
２
人

は

Ｍ
Ｒ

複
合
現
実

を

利
用
し
た
職
場
体
験
ビ
ジ

ネ
ス
を
提
案
し
た

イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ

就
業
体

験

は
時
間
や
労
力
が
か

か
る
た
め
訪
問
企
業
が
限

ら
れ
る

Ｍ
Ｒ
活
用
で
劇

的
に
体
験
先
が
増
え

後

悔
し
な
い
就
職
活
動
が
で

き
る
と
ア
ピ
ー
ル
し
た

体
験
者
が
掛
け
る
ゴ
ー

グ
ル
に
は
職
場
で
の
業
務

内
容
や
雰
囲
気
が
映
し
出

さ
れ
る
。
従
業
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
で
再
現

す
る
た
め
、
よ
り
立
体
的

な
体
験
が
で
き
る
。
十
分

な
情
報
収
集
は
就
職
先
と

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
な
く

し
、
早
期
離
職
も
防
げ
る

と
強
調
し
た
。

発
表
前
の
４
日
間
は
テ

ス
ト
が
あ
っ
た
た
め
最
終

確
認
は
急
ピ
ッ
チ
だ
っ

た
。「
実
現
す
れ
ば
部
活
、

課
題
と
日
々
忙
し
い
高
校

生
の
役
に
立
て
る
」
と
夢

を
描
く
。

加部 隆太さん

吉岡 奨悟さん
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Ｍ
Ｒ
活
用
し
職
場
体
験

笠
原
寛
県
教
育
長

左

か
ら
表
彰
を
受
け
る

加
部
さ
ん

右

と
吉
岡
さ
ん
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「
昨
年
観
客
席
か
ら
フ
ァ
イ

ナ
ル
を
見
な
が
ら
、
次
は
自
分

が
大
賞
を
取
る
と
心
に
決
め
て

い
た
。
実
現
で
き
て
う
れ
し

い
」
。
「
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ
（
ア
リ
ガ
ト

ウ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
）
」
（
高
崎

市
）
社
長
の
福
島
直
さ
ん

は
達
成
感
に
満
ち
た
顔
で
大
賞

の
喜
び
を
か
み
し
め
た
。

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

を
活
用
し
、
保
育
園
や
幼
稚
園

で
過
ご
す
子
ど
も
の
健
康
状
態

を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
「
Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
（
コ
ー
ミ
ル
）
」

を
提
案
し
た
。
園
児
を
見
守
る

サ
ー
ビ
ス
で
園
内
の
安
全
性
を

確
保
す
る
。

子
ど
も
の
腕
に
情
報
収
集
型

の
リ
ス
ト
バ
ン
ド
を
取
り
付

け
、
位
置
や
体
温
、
脈
拍
と
い

っ
た
体
調
に
関
す
る
デ
ー
タ
を

総
合
的
に
管
理
す
る
。
異
常
を

感
知
す
る
と
、
迅
速
な
警
報
で

職
員
に
知
ら
せ
る
。

園
内
に
は
顔
を
認
識
で
き
る

カ
メ
ラ
も
設
置
。
表
情
の
分
析

や
転
倒
の
検
知
が
で
き
る
ほ

か
、
不
審
者
の
判
別
に
も
役
立

て
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
な
ど
を
使
い
、
保
護
者
も

自
由
に
子
ど
も
の
様
子
を
把
握

で
き
る
。

２
０
０
７
年
に
起
業
し
、
保

育
園
や
幼
稚
園
の
建
屋
、遊
具
、

家
具
の
設
計
製
作
を
手
掛
け

る
。
そ
の
中
で
、
子
ど
も
の
命

を
預
か
る
側
の
心
理
的
負
担
の

大
き
さ
を
知
っ
た
。

「
保
育
現
場
に
か
か
る
命
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
少
し
で
も
減

ら
し
た
い
」
と
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
を
考
え
た
。
国
内
の
未
就
学

児
６
０
０
万
人
と
、
世
界
中
の

子
ど
も
６
億
７
千
万
人
を
巻
き

込
ん
だ
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
た

い
考
え
だ
。

「
こ
の
案
を
必
ず
実
現
さ
せ
、

働
き
が
い
に
あ
ふ
れ
た
保
育
の

労
働
環
境
を
整
え
た
い
」
。
壇

上
で
語
っ
た
言
葉
に
気
概
が
満

ち
て
い
た
。

園
児
の
健
康

総
合
管
理

大賞を受賞し 大沢知事 左 と共に

撮影に臨む福島さん

福島 直さん
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群馬イノベーションアワー

ド ＧＩＡ のファイナルステ

ージは 応募402件から選ばれ

た 組が 社会の課題を捉え

た事業プランを提案し 会場

の関心を引きつけた

農
業
を
専
門
に
学
ぶ
中

央
農
業
大
学
校
２
年
の
武

彩
伽
さ
ん

は
、
農
作

物
を
水
族
館
の
よ
う
な
非

日
常
空
間
で
展
示
栽
培
す

る
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ

ー
ク
「
ア
グ
リ
ウ
ム
」
を

提
案
し
、
入
賞
し
た
。

農
業
を
引
っ
張
っ
て
き

た
昭
和
世
代
が
高
齢
化
と

と
も
に
引
退
し
て
い
く
。

農
業
は
食
の
問
題
に
直
結

す
る
こ
と
か
ら
、
明
る
い

未
来
の
た
め
に
群
馬
の
地

か
ら
農
業
の
格
好
良
さ
、

楽
し
さ
を
若
い
世
代
に
発

信
し
た
い
と
考
え
た
。

「
農
業
の
楽
し
さ
を
丸

か
じ
り
で
き
る
ア
グ
リ
ウ

ム
が
地
域
の
灯
台
と
な

り
、人
と
大
地
を
つ
な
げ
、

未
来
へ
明
か
り
を
と
も

す
」
と
自
信
を
持
つ
。

「
目
標
を
な
く
し
た

歳
の
時
に
出
合
い
、
携
わ

り
た
い
と
思
っ
た
農
業
。

大
好
き
な
農
業
を
テ
ー
マ

に
夢
を
語
っ
た
。
選
ん
で

も
ら
え
て
う
れ
し
い
」
と

喜
び
を
語
っ
た
。

武 彩伽さん
⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥

水
族
館
型
で
農
業
Ｐ
Ｒ 県中小企業団体中央会・金子正元

会長 左 から表彰を受ける武さん
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学校周辺の耕作放棄地に着目し 定

年退職後の生きがいで農業に挑戦でき

るシステム アグ を発表し

た 農地を貸し出し 利用者が自由な大

きさの農園で気軽に作業ができる

自分たちの学校で商業を学ぶ生徒も

協力し 収穫された作物の販路を確保

する 耕作放棄地の解消だけでなく 住

民同士の触れ合いによる地域活性化も

期待 ２人は プランの磨き上げは自分

の力になった と晴れやかな表情を見

せた

市立太田高３年

藤井ミレナさん
太田 直輝さん
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⊃

太田東高２年

川島 一翔さん

江本 陽哉さん
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被災地で復旧ボランティアに参加し

た経験から、災害から年月がたった被

災者の暮らしを支援する重要性を実

感。被災者のニーズを支援者に直接届

けるアプリ「絆」の事業案を発表した。

必要な物資を必要なタイミングで送

ることができるほか、被災者のニーズ

をデータベース化して災害時の需要予

測といった新たなビジネスの創造や海

外展開の可能性も感じている。２人は

「心と心をつなぐ事業にしたい」と笑

顔を見せた。

体験型観光へのニーズと、本県の景

色や食など「ありのまま」の素材の潜

在力の高さに着目。旅行者を誘客する

観光ガイド製作事業を提案した。観光

客に本県での体験を寄せてもらって小

冊子「ＺＩＮＥ」を手軽に製作し、国

内外に魅力を発信すると発表した。

「群馬が好き」という気持ちを同世

代にも持ってほしいという思いが出発

点。「入賞を逃し、悔しい」と目を潤

ませたが「会社を興し事業に取り組み

たい」と早くも前を向く。

県立前橋高１年

中沢 陽さん
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ビジネスプラン部門大学生・専門学校生の部

モバイル端末で手軽に気軽に野菜を

育て、実際にそれが手元に届く育成ゲ

ームと宅配サービスを掛け合わせたア

プリ「たまＺＯＮ」を提案した。

アプリ内で課金し、手に入れた種を

まくと、現実世界で生産者が栽培を開

始。送られてくる写真で成長過程を観

察でき、収穫後は野菜が宅配される。

「食を見直し、野菜について知って

もらうきっかけにもなる」と強調。最

後は「多くの支えによってここに立て

た」と感謝した。

群馬大２年

伊藤 裕喜さん
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研修医が知識や手技を動画配信など

で学べるサービス

」を考案した。

研修医のスキル差を解消するのが

目的。経験豊富な医師が手技や臨床

知識を動画で解説するほか、研修医の

質問にも答える。学びやすい環境で技

術向上を目指せる点をメリットに挙げ

た。

「サービスで医師全員を名医にし、

安心して医者にかかれる環境を構築す

る」と意気込んだ。

群馬大２年

松永 晨人さん
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⊃

ビジネスプラン部門高校生の部

働く女性の悩みの種である食事作り

を支援するビジネスモデル キッチン・

デリ を発表した 食品メーカーの加工

技術や配送網を生かし 下処理済みの

献立キットを毎日 勤務先など利用者

の希望場所に設置した冷蔵庫に届ける

仕組み

自社が人手不足の中で 特に忙しい

子育て中の女性社員に着目 買い物時

間の約 分を短縮することで ゆとり

の時間で女性が笑顔になれば 企業の

働き方を変える力になる と力強く語

った

グルメフレッシュ・フーズ社長

松本 健さん
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ビ
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ネ
ス
プ
ラ
ン
部
門

一
般
の
部

生まれ育った高崎市で今年１月に起

業した。全国の医療機関と循環器内科

専門医師を遠隔でつなぎ、精度の高い

心電図検査をサポートしている。

県内外にある医療機関と連携し、県

内在住の専門医が人手不足の医療機関

から送られてくる心電図を診断。先月

までに約１万6000人分を扱った。

救急車と連携した素早い診断体制の

構築も考えている。「実現には自治体

の力も必要」と、発表の場で支援を呼

び掛けた。

コルシー社長

堀口 航平さん
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レコーディングスタジオの適正なバ

ランスの音が再現できる密閉型ヘッド

ホン「Ｔ３ ０１」を提案した。

既存のヘッドホンは低音や高音を強

調した〝ジャンクフード〟のようなも

のが多いと感じ、音のプロが作った音

をそのまま届けたいと、高崎市内の製

造会社と２年かけて開発した。

国内だけでなく、 月にはヨーロッ

パでも発売。「今回の発表は自分と向

き合う機会になった。涙があふれるよ

うな音楽を届けたい」と力強く語った。

運営責任者 作曲家

多胡 邦夫さん
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靴による保護で、現代人の筋肉量が

低下し歩行障害となるなど、足の機能

を巡る問題が増える中、履くだけで改

善効果があるインソール（中敷き）の

開発・販売を提案した。

長い距離の荷物を運んだ飛脚が使っ

ていた草履をイメージ。足指で地面を

つかむことで足の機能トレーニングに

なるという。

産学官連携で効果を検証しており、

販売目標は200万人。「足を継続的に

鍛えれば、多くの人が一生健康に歩け

る」と話した。

ＢＭＺ

高橋 大悟さん

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊇
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪∧ ⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂ ∩

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

⊃

審査委員とステージ上で手を振るファイナリスト

大賞受賞の福島さん 左から３人目 を囲むＧＩＡ実行委員

交
流
会
で
歓
談
す
る
出
席
者

プ
レ
ゼ
ン
に
聞
き
入
る
満
員
の
聴
衆

物
販
や
体
験

に

ぎ

わ

う

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

マ

ー

ケ

ッ

ト

起
業
を
目
指
す
人
や
個
人

事
業
主
ら
が
展
示
販
売
す
る

「
群
馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ

ー
ケ
ッ
ト
」
が
同
時
開
催
さ

れ
、
木
工
品
や
器
、
飲
食
な

ど
を
扱
う

ブ
ー
ス
が
並
ん

だ
。本

県
を
か
た
ど
っ
た
皿
を

披
露
し
た
三
美
堂
（
高
崎

市
）
の
吉
田
聡
さ
ん

は

「
お
客
の
意
見
を
聞
い
て

販
売
に
生
か
し
た
い
」
と
話

し
た
。

手
作
り
品
の
体
験
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
、
母
親
と
訪
れ

た
前
橋
市
の
須
永
明
日
那

さ
ん

と
美
月
さ
ん

７

の
姉
妹
は
「
い
ろ
い
ろ
作

っ
て
み
た
い
」
と
笑
顔
だ
っ

た
。

ア
リ
ー
ナ
に

ブ
ー
ス
新
設

歴
代
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
紹
介

今
回
か
ら
、
フ
ァ
イ
ナ
リ

ス
ト
が
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
す
る
ア
リ
ー
ナ
に

ブ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
た
。
歴

代
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
と
協
賛

社
の
計
８
ブ
ー
ス
が
出
展
し

た
。昨

年
大
賞
に
輝
い
た
中
央

中
等
教
育
学
校
６
年
の
奥
谷

哲
郎
さ
ん

は
、
受
賞
プ

ラ
ン
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
た

「
味
覚
Ｖ
Ｒ
」
を
披
露
。
来

場
者
は
視
覚
や
聴
覚
へ
の
影

響
で
甘
み
の
感
じ
方
が
変
わ

る
実
験
を
体
験
し
た
。

前
橋
市
な
ど
で
ジ
ム
を
運

営
す
る
池
田
道
成
さ
ん

は
体
の
ゆ
が
み
を
計
っ
て
、

独
自
の
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。
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ニトリホールディングス会長兼ＣＥＯ

似鳥 昭雄氏
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昨
年
創
業

周
年
を
迎
え

た
。

年
連
続
で
増
収
増
益

を
果
た
し
た
。
ニ
ト
リ
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
日
本
に
な

く
、
世
界
に
も
お
そ
ら
く
な

い
。
今
ま
で
の
や
り
方
を
否

定
し
て
、
新
し
い
や
り
方
を

つ
く
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

繰
り
返
し
て
き
た
。

商
品
開
発
は
市
場
調
査
を

し
て
、
お
客
さ
ん
の
不
平
、

不
満
、
不
便
を
聞
い
て
何
を

作
る
か
だ
。
商
品
の
一
つ
一

つ
を
突
き
詰
め
て
い
く
。
商

品
か
ら
デ
ザ
イ
ン
、
原
料
ま

で
探
し
、
自
社
で
製
造
す
る

「
製
造
物
流
小
売
業
」
に
し

た
。
物
流
、
製
造
、
流
通
、

商
社
と
分
か
れ
て
い
た
分
野

も
全
部
や
っ
て
い
る
。

家
具
だ
け
で
な
く
、
生
活

用
品
全
般
を
扱
う
ホ
ー
ム
フ

ァ
ニ
シ
ン
グ
は
日
本
初
。
取

り
扱
い
が
家
具
１
０
０
％
か

ら
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
扱
い
、
カ

ー
テ
ン
を
や
っ
て
寝
装
品
な

ど
が
あ
り
、
今
は
家
具
が

％
し
か
な
い
。

全
国
隅
々
ま
で
人
口
５
万

人
以
上
の
都
市
に
出
店
し
た

い
。
今
年
は
国
内
５
０
０
店

く
ら
い
に
し
て
い
く
。
既
存

店
は
売
り
上
げ
で
な
く
客
数

が
増
え
る
こ
と
が
目
標
。
売

り
上
げ
や
利
益
は
二
の
次

で
、
社
会
的
使
命
が
あ
る
と

理
解
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。創

業
し
て
か
ら

歳
の
時

に
研
修
で
米
国
に
行
く
機
会

が
あ
り
、
現
地
の
豊
か
さ
に

感
動
し
た
。
日
本
人
の
衣
食

住
が

年
遅
れ
て
い
る
と
思

っ
た
。
ソ
フ
ァ
や
ベ
ッ
ド
な

ど
を
安
い
価
格
で
販
売
し
、

豊
か
な
米
国
の
暮
ら
し
に
追

い
付
き
追
い
越
そ
う
と
い
う

ロ
マ
ン
を
掲
げ
、
第
１
期

年
計
画
を
立
て
た
。

商
品
の
基
準
は
お
客
さ
ま

が
求
め
て
い
る
も
の
。
米
国

に
行
っ
て
、
人
の
た
め
に
役

立
つ
こ
と
で
な
い
と
成
功
し

な
い
と
思
っ
た
。
世
の
中
の

暮
ら
し
を
変
え
て
い
く
こ
と

に
考
え
を
変
え
、
良
い
物
を

安
く
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ロ
マ
ン
と
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ

る
か
ら
意
欲
、
熱
意
が
出
て

く
る
。
何
で
も
一
番
を
目
指

し
て
い
く
。
誰
よ
り
も
先
ん

じ
る
先
制
主
義
で
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
。
同
じ

こ
と
を
し
て
い
る
と
衰
退
、

倒
産
に
向
か
う
た
め
、
常
に

現
状
を
否
定
す
る
。
去
年

の
や
り
方
で
や
っ
て
い
た
ら

存
在
意
味
が
な
い
。
考
え
過

ぎ
て
、
何
も
や
ら
な
い
の
が

良
く
な
い
。
リ
ス
ク
が
あ
れ

ば
そ
こ
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
。今

後
、
住
ま
い
の
豊
か
さ

を
世
界
の
人
々
に
提
供
し
て

い
き
た
い
。
皆
さ
ま
も
人
の

た
め
世
の
た
め
に
な
る
よ
う

な
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
。

一
番
へ
常
に
現
状
否
定

に
と
り
・
あ
き
お

１
９
４
４
年
生
ま
れ
。
北

海
学
園
大
卒
。

年
に
札
幌
市
内
で
似
鳥
家
具
店

を
創
業
し
、

年
に
似
鳥
家
具
卸
セ
ン
タ
ー
を
設

立
。

年
、
社
名
を
ニ
ト
リ
に
変
更
し
た
。
２
０

１
６
年
か
ら
現
職
。

年
か
ら
日
本
チ
ェ
ー
ン
ス

ト
ア
協
会
副
会
長
。

同時開催された群馬イノベーションマーケット

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
を
真

剣
な
表
情
で
聞
き
入
る
審
査
委
員

若
者
サ
ポ
ー
ト

心
広
い
群
馬
に

交
流
会
で
参
加
者
懇
談

表
彰
式
後
の
交
流
会
で

は

出
場
者
や
審
査
委
員

企

業
関
係
者
ら
が
食
事
を
楽
し

み
な
が
ら
懇
談
し
た

主
催
者
を
代
表
し

上
毛

新
聞
社
の
内
山
充
社
長
は

群
馬
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
聖
地
に
な
っ
た
と
実
感

こ
の
輪
を
日
本

世
界
に
広

げ
て
い
き
た
い

と
あ
い
さ

つ
し
た

実
行
委
員
４
人
も
登
壇

委
員
長
を
務
め
た
ジ
ン
ズ
の

田
中
仁
社
長
は

こ
れ
か
ら

も
多
く
の
若
者
が
出
て
来

る

サ
ポ
ー
ト
す
る
心
の
広

い
群
馬
で
あ
っ
て

と
願
っ

た

コ
シ
ダ
カ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
の
腰
高
博
社
長
は
経

験
を
踏
ま
え

考
え
る
前
に

や
っ
て
み
よ
う
が
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
ス
タ
ー
ト

と
持

論
を
述
べ
た

相
模
屋
食
料
の
鳥
越
淳
司

社
長
は
今
回
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
引
き
合
い
に

成

功
す
る
人
は
群
れ
る
の
が
苦

手

な
ど
と
語
っ
て
笑
い
を

誘
い

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
の

荒
井
正
昭
社
長
は

何
か
を

突
破
す
る
時
は
ば
か
に
な
っ

た
方
が
得

と
助
言
し
た

岡
山
や
石
川
か
ら
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、

ス
ク
ー
ル
の
担
当
者
が
訪

れ
、
連
携
を
確
認
し
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
門
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アリーナブースで 味覚ＶＲ を体験する来場者
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日曜日 仏滅
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ブッシュ元米大統領死去

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

米国の第 代大統領

で 1989年の米ソ首脳会

談でゴルバチョフ共産党書記長と

共に冷戦終結をうたい 年末の

ソ連崩壊を見届けたジョージ・Ｈ・

Ｗ・ブッシュ氏が 月 日 死去し

た 歳だった 親子２代で大統領

を務めたブッシュ父子の父

日本一と上毛かるた

２ 貿易 投資拡大で日米一致
３ 介護実習生 少ない来日
岩隈投手 いじめ撲滅訴え

剣
道
で
足
が
つ
め
た
い
き
せ
つ
だ
な

（
伊
勢
崎
あ
ず
ま
小
３
年

牛
じ
ま
こ
う
た
）

☆
剣
道
は
素
足
に
な
り
ま
す
か
ら
、
冷

た
さ
が
じ
か
に
伝
わ
っ
て
く
る
の
で
し

ょ
う
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
季
節
感

を
捉
え
た
の
が
い
い
で
す
ね
。
（
鈴
）

皇太子妃雅子さま 三
七 は一日午

後二時四十三分 皇居・宮内庁病院で

女の子を出産された 身長四九・六

㌢ 体重は三一〇二㌘ 略 一九九四

年の秋篠宮ご夫妻の二女佳子さま誕

生に続く七年ぶりの慶事となった

皇太子さまは宮内庁を通じ 今後

は２人で相談しながら子どもの幸せ

を祈りつつ 成長を見守りたい と感

想を発表された 天皇 皇后両陛下の

３人目の孫となり 陛下は 無事生ま

れてよかった 関係者の労をねぎら

ってほしい と述べられた 愛子さま

は学習院幼稚園から初等科 女子中

等科 女子高等科へと進学 １日に

歳の誕生日を迎えられた

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

当時の記事が掲載さ

れた紙面は上毛新聞ホ

ームページでご覧いた

だけます。ＱＲコード

からも見られます

国
の
重
要
有
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
渋
川
市
赤

城
町
の
「
上
三
原
田

の
歌

伎

台
」
。

月
下
旬
、
「
廻ま

わ

り

台
」
や
「
二
重
セ
リ
」
な
ど

の

台
機
構
操
作
が
公
開
さ
れ

た
▼
屋
根
裏
に
上
が
り
、
操
作

を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

人
ほ
ど
の
男
性
が
ロ
ー
プ
を
緩

め
て
慎
重
に
セ
リ
を
下
ろ
す
一

方
、
奈
落
か
ら
は
別
の
セ
リ
が

上
が
っ
て
く
る
。
屋
根
裏
と
奈

落
が
息
を
合
わ
せ
、
円
滑
な

台
転
換
を
披
露
し
た
▼
熟
練
の

技
を
見
せ
て
く
れ
た
の
は
地
元

住
民
で
つ
く
る
「
上
三
原
田
歌

伎

台
操
作
伝
承
委
員
会
」

の
メ
ン
バ
ー
。
操
作
の
ほ
か
、

大
規
模
公
演
の
際
に
作
る
桟
敷

席
や
屋
根
掛
け
な
ど
の
技
術
も

継
承
す
る
▼

台
は
江
戸
時
代

後
期
の
１
８
１
９
年
創
建
。
住

民
は
２
０
０
年
近
く

台
と
操

作
技
術
を
守
っ
て
き
た
。
後
継

者
不
足
で
途
絶
え
そ
う
な
時
期

も
あ
っ
た
が
、
約

年
前
に
委

員
会
を
設
立
し
、
乗
り
越
え
て

き
た
▼
来
年

月
に
は
「
創
建

２
０
０
年
祭
」
を
開
催
す
る
。

久
し
ぶ
り
の
本
格
的
な
公
演
に

向
け
、
メ
ン
バ
ー
有
志
は
定
期

的
に
集
ま
り
、
歌

伎
の
演
目

や
屋
根
掛
け
に
必
要
な
技
術
な

ど
を
学
ん
で
い
る
。
市
は
今
年

秋
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道

に
創
建
２
０
０
年
祭
関
連
事
業

を
追
加
。
既
に

人
か
ら
約
３

６
０
万
円
が
寄
せ
ら
れ
た
▼
２

０
０
年
続
く
技
術
や
文
化
を
継

承
し
て
い
く
こ
と
は
、
決
し
て

簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か

し
、
こ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
人

が
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ

の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、

台
を
守
り
続
け
て
ほ
し
い
。
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上
州
富
岡
駅
南
側

１
月
中
に
計
画
案

⊥⊥⊥⊥⊥⊥∠
∂
∂
∂
∂
∂
∂≡ ⊥⊥⊥⊥⊥⊥ ∇

∂
∂
∂
∂
∂
∂

⌒

県 と

富岡市

組

独
創
的
プ
ラ
ン

起
業
家
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
群
馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ

ー
ド
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
）
２
０
１
８
」

（
上
毛
新
聞
社
主
催
、
田
中
仁

財
団
共
催
）
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス

テ
ー
ジ
が
１
日
、
前
橋
市
の
ヤ

マ
ダ
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋
で

開
か
れ
た
。
最
終
審
査
に
臨
ん

だ

組
が
独
創
的
な
事
業
プ
ラ

ン
を
発
表
。
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

部
門
一
般
の
部
で
、
保
育
現
場

で
リ
ス
ト
バ
ン
ド
や
カ
メ
ラ
を

使
っ
て
子
ど
も
の
健
康
状
態
な

ど
を
一
元
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム

を
提
案
し
た
「
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ

Ｏ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ
」
（
高

崎
市
）
の
福
島
直
さ
ん

が

最
高
賞
の
大
賞
に
輝
い
た
。

６
回
目
と
な
る
今
回
か
ら
一

新
し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
群
を
抜
け
。
」
。
過
去
最
多

と
な
る
４
０
２
件
の
応
募
が
寄

せ
ら
れ
、
１
次
、
２
次
審
査
を

通
過
し
た
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
が

登
壇
。
新
た
な
技
術
を
活
用
し

て
社
会
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ

る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
慶
応
大
の
国
領
二
郎
教

授
ら
６
人
が
審
査
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
部
門
で
は

高
校
生
の
部
で
高
崎
高
２
年
の

加
部
隆
太
さ
ん

と
吉
岡
奨

悟
さ
ん

大
学
生
・
専
門
学

校
生
の
部
で
中
央
農
業
大
学
校

２
年
の
武
彩
伽
さ
ん

一

般
の
部
で
三
晃
メ
ン
テ
ク
ス

前
橋
市

の
須
永
光
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞

ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
部
門
は
エ
ピ
テ
み
や
び

甘
楽
町

の
田
村
雅
美
さ
ん

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
門

は
山
名
八
幡
宮

高
崎
市

の
高

井
俊
一
郎
さ
ん

が
入
賞
し

た

表
彰
式
後
の
交
流
会
で
、
実

行
委
員
長
を
務
め
た
田
中
仁
・

ジ
ン
ズ
社
長
は
「
好
き
な
こ
と

に
邁ま

い

進し
ん

す
る
こ
と
が
新
し
い
も

の
を
切
り
開
く
原
動
力
。
Ｇ
Ｉ

Ａ
は
そ
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に

な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

会
場
で
は
家
具
販
売
店
チ
ェ

ー
ン
の
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
似
鳥
昭

雄
氏
が
「
リ
ー
ダ
ー
が
育
つ

の
智ち

慧え

」
と
題
し
て
特
別
講
演

を
行
っ
た
ほ
か
、
ク
リ
エ
ー
タ

ー
の
作
品
や
県
内
飲
食
店
の
ブ

ー
ス
が
並
ぶ
「
群
馬
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡

無
電
柱
化

電
線
な
ど
を
地
中
に
埋
め

道

路
上
か
ら
電
柱
を
な
く
す
取
り
組
み

景
観
や

歩
き
や
す
さ
の
向
上
に
加
え

地
震
な
ど
で
倒
壊
し
た
電
柱

が
通
行
を
妨
げ
る
の
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る

ロ
ン

ド
ン

パ
リ
と
い
っ
た
海
外
の
主
要
都
市
の
無
電
柱
化
率
１

０
０
％
に
対
し

東
京

区
は
２
０
１
６
年
度
末
時
点
で
８

％

国
は

年
成
立
の
無
電
柱
化
推
進
法
に
基
づ
き

〜

年
度
に
全
国
約
１
４
０
０
㌔
の
道
路
を
無
電
柱
化
す
る
計
画

を
ま
と
め
て
い
る

製糸場周辺の中心街

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

景
観
向
上
や
災
害
時
の
緊
急
輸
送
路
の
確
保
の
た
め
に
富
岡
製
糸
場
周
辺
で
進
め

ら
れ
て
い
る
無
電
柱
化

の
事
業
で
、
県
と
富
岡
市
が
工
事
中
の
２
路
線

の
ほ
か
に
、
中
心
市
街
地
の
主
要
な
通
り
も
対
象
に
加
え
る
こ
と
が
１
日
、
分
か
っ

た
。
具
体
的
な
計
画
案
を
１
月
末
ま
で
に
ま
と
め
、
来
年
度
か
ら
段
階
的
に
工
事
に

着
手
す
る
。

大賞を受賞した福島

直さんのプレゼンテ

ーション‖ヤマダグ

リーンドーム前橋

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

Ｙ ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ ａ
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ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

国
交
省

多
言
語
Ｐ
Ｒ
や
表
彰

県
内
３
ル
ー
ト
登
録

国
土
交
通
省
は
、
観
光
振
興

の
た
め
景
色
が
美
し
い
道
路

を
登
録
す
る「
日
本
風
景
街
道
」

の
活
性
化
に
乗
り
出
す
。
年

度
内
に
も
多
言
語
対
応
の
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
新
設
し
、

情
報
発
信
を
強
化
。
県
内
で
は

３
ル
ー
ト
が
登
録
さ
れ
て
お

り
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
な

ど
の
地
方
誘
導
が
期
待
さ
れ

る
。３

ル
ー
ト
は
、
西
吾
妻
地
域

を
通
り
長
野
県
に
ま
た
が
る

「
浅
間
・
白
根
・
志
賀
さ
わ
や

か
街
道
」
、
浅
間
山
を
中
心
に

本
県
と
長
野
県
の
遊
歩
道
や
林

道
を
結
ぶ
「
浅
間
ロ
ン
グ
ト
レ

イ
ル
」
、
み
な
か
み
町
の
「
谷

川
岳
ゆ
け
む
り
街
道
（
信
仰
と

歴
史
の
街
道
）
」
。

現
在
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は

日
本
語
で
し
か
閲
覧
で
き
な

い
た
め
、
英
語
、
中
国
語
、
韓

国
語
な
ど
も
表
示
で
き
る
よ

う
刷
新
す
る
。
沿
道
の
風
景
を

紹
介
す
る
写
真
も
充
実
さ
せ
、

ル
ー
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
認

知
度
向
上
を
図
る
。
一
般
の
認

知
度
が
高
い
「
道
の
駅
」
と
の

共
通
マ
ッ
プ
の
作
製
な
ど
を
進

め
る
。

将
来
は
自
治
体
や
住
民
団
体

に
よ
る
景
観
改
善
の
取
り
組

み
な
ど
を
対
象
に
、
全
国
的

な
表
彰
制
度
も
設
け
る
。
眺
望

の
妨
げ
に
な
る
看
板
の
撤
去

や
ツ
ア
ー
客
誘
致
と
い
っ
た
活

動
の
表
彰
は
北
海
道
、
関
東
、

九
州
な
ど
一
部
の
地
方
で
実

施
し
て
き
た
が
、
全
国
表
彰
で

一
層
の
魅
力
向
上
に
つ
な
げ

る
。

風
景
街
道
の
登
録
は
２
０
０

７
年
に
始
ま
っ
た
。
全
国
１
４

１
ル
ー
ト
が
あ
り
、
今
後
も
増

や
し
て
い
く
方
針
だ
。
登
録
開

始
か
ら

年
が
経
過
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
有
識
者
会
議
が
て

こ
入
れ
策
を
検
討
。
情
報
の

発
信
・
共
有
や
景
観
の
整
備
・

保
全
、
道
の
駅
と
の
連
携
な
ど

発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
の

方
向
性
を
８
月
に
提
言
し
て
い

た
。

観
光
客
が
上
信
電
鉄
上
州
富

岡
駅
か
ら
歩
い
て
製
糸
場
に
向

か
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
製
糸
場

や
市
役
所
、
富
岡
商
工
会
議
所

会
館
な
ど
を
含
む
駅
南
側
の
一

帯
の
主
要
な
通
り
を
対
象
と
す

る
見
通
し
。
総
延
長
は
数
㌔
程

度
に
上
る
可
能
性
も
あ
る
と
い

う
。今

月
下
旬
に
予
定
す
る
住
民

説
明
会
な
ど
を
踏
ま
え
、
ど

の
通
り
で
い
つ
工
事
を
始
め

る
か
な
ど
を
詰
め
、
計
画
案
に

ま
と
め
る
方
針
。
無
電
柱
化
に

は
、
電
線
を
裏
通
り
な
ど
に

回
す
「
裏
配
線
」
や
、
沿
道
家

屋
の
軒
下
に
引
き
込
む
「
軒

下
配
線
」
と
い
っ
た
工
法
も
あ

り
、
工
法
に
つ
い
て
も
調
整
す

る
。

事
業
化
に
向
け
、
県
と
市
は

６
月
に
第
１
回
住
民
説
明
会
を

開
き
、
７
月
に
は
一
帯
の
約
１

４
０
０
世
帯
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
「
製
糸

場
の
入
場
者
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
景
観
を
良

く
し
て
ほ
し
い
」
と
前
向
き
な

意
見
が
多
か
っ
た
一
方
、
「
工

期
を
短
く
」
な
ど
と
い
う
声
も

あ
っ
た
。

来
年
度
に
実
施
す
る
工
事
費

用
は
国
、
道
路
管
理
者
、
電

線
事
業
者
が
３
分
の
１
ず
つ

負
担
す
る
。
県
富
岡
土
木
事

務
所
は
「
住
民
の
方
々
の
意

見
を
受
け
止
め
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
魅
力
的
な
場
所
に
な

る
よ
う
に
し
た
い
」
と
し
て
い

る
。製

糸
場
周
辺
は
現
在
、
市
役

所
前
付
近
の
３
０
０
㍍
と
通
称

・
仲
町
通
り
の
４
０
０
㍍
で
、

電
線
を
通
信
線
な
ど
と
と
も
に

地
中
に
埋
め
る
「
電
線
共
同
溝

方
式
」
で
工
事
が
行
わ
れ
て
い

る
。∪

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

宅
地

カ
所

公
募
で
販
売

財
源
確
保
へ
高
崎
市

自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
、

高
崎
市
は
神
保
住
宅
団
地

（
同
市
吉
井
町
神
保
）
な
ど

保
有
す
る
宅
地

カ
所
の
公
募

販
売
を
実
施
し
、

日
ま
で

購
入
希
望
者
を
受
け
付
け
て
い

る
。住

宅
団
地
は
旧
吉
井
町
が
分

譲
目
的
で
造
成
し
た
が
、
高
崎

市
と
の
合
併
後
も
売
れ
残
り
、

今
回
は
８
カ
所
を
公
募
対
象

と
す
る
。
価
格
帯
は
５
５
４

万
（
２
４
５
平
方
㍍
）
〜
８
３

９
万
４
千
円
（
２
８
０
平
方

㍍
）
。

同
団
地
以
外
で
は
同
市
山
名

町
、
福
島
町
、
吉
井
町
塩
川
の

３
カ
所
で
最
高
価
格
は
福
島
町

の
８
０
３
万
円
（
２
３
９
平
方

㍍
）
。
期
間
中
に
複
数
の
公
募

が
あ
っ
た
場
合
は
来
年
１
月
７

日
に
抽
選
す
る
。
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（１） 明治20年創刊 （日刊）(平成３０年)
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（１） 明治20年創刊 （日刊）(平成３０年)
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６回目を迎えた６回目を迎えた「群馬イノベーションアワード「群馬イノベーションアワード（ＧＩＡ）（ＧＩＡ）20182018」。」。

会場となった前橋市のヤマダグリーンドーム前橋には政財界関係者会場となった前橋市のヤマダグリーンドーム前橋には政財界関係者

をはじめ、高校生ら大勢の観客が詰め掛けた。ステージで披露されをはじめ、高校生ら大勢の観客が詰め掛けた。ステージで披露され

る独創的な事業プランに聴き入るとともに、ファイナリストが堂々る独創的な事業プランに聴き入るとともに、ファイナリストが堂々

と発表する姿を真剣な表情で見守った。と発表する姿を真剣な表情で見守った。
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新調されたランウエー型のステージ

交
流
会
で
歓
談
す
る
セ
ガ
サ
ミ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

里
見
会
長

左

と
ジ
ン
ズ
の
田
中
仁
社
長
ら
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政財界人から高校生会場で見守る

出
場
し
た
同
級
生
を
応
援
し

て
い
た
市
立
太
田
高
３
年
の
宮

本
陸
さ
ん
は
「
自
分
で
も
や
り

た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、
い
つ

か
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
た
い
」
と

目
を
輝
か
せ
た
。
高
崎
商
業
高

３
年
の
中
野
渚
さ
ん
は
「
高
校

生
で
も
新
し
い
こ
と
を
考
え
て

発
表
で
き
る
の
は
か
っ
こ
い

い
」
と
同
世
代
が
堂
々
と
発
表

す
る
姿
に
刺
激
を
受
け
た
様
子

だ
っ
た
。

「
今
ま
で
で
最
も
レ
ベ
ル
が

高
い
と
感
じ
た
」と
話
す
の
は
、

３
年
連
続
で
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ

ー
ジ
を
観
覧
し
た
共
愛
学
園
前

橋
国
際
大
４
年
の
下
條
七
海
さ

ん
。
前
橋
市
の
布
施
亨
さ
ん

は
「
全
て
の
発
表
プ
ラ
ン

が
『
誰
か
の
た
め
に
な
る
』
と

い
う
着
眼
点
だ
っ
た
の
が
印
象

的
。
結
果
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
が
れ
ば
素
晴
ら
し
い
」
と

拍
手
を
送
っ
た
。

セ
ガ
サ
ミ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
里
見
治
会
長
グ
ル
ー
プ

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
４
０
０
組
以
上
の

応
募
が
あ
っ
た
の
は
す
ご
い
。

こ
う
し
た
中
か
ら
、
や
が
て
芽

が
必
ず
出
て
く
る
は
ず
だ
。
群

馬
発
の
起
業
家
が
ど
ん
ど
ん
出

て
ほ
し
い
」
と
期
待
し
た
。

２
０
１
３
年
の
初
回
Ｇ
Ｉ
Ａ

に
も
参
加
し
た
と
い
う
角
野
然

生
関
東
経
済
産
業
局
長
は
「
応

募
す
る
若
者
が
増
え
る
な
ど
発

展
が
目
覚
ま
し
く
、
感
銘
を
受

け
た
」
と
し
、
「
地
域
が
自
ら

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て

い
く
の
は
地
方
創
生
に
不
可

欠
。
国
と
し
て
も
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
支
え
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

大
沢
正
明
知
事
は
「
開
催
内

容
は
年
ご
と
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
、
発
表
技
術
も
上
が
っ
て

い
る
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
人

に
挑
戦
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
な

る
発
展
を
期
待
し
た
い
」
と
話

し
た
。

ファイナリストに拍手を送る高校生

ス
テ
ー
ジ
に
は
今
回
か
ら
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
見
ら
れ
る

ラ
ン
ウ
エ
ー
が
設
け
ら
れ
た
。
客

席
の
中
央
へ
延
び
る
長
さ
９
・
６

㍍
、
幅
２
・
４
㍍
、
高
さ
０
・
６

㍍
の

台
。
ア
イ
デ
ア
を
披
露
す

る
発
表
者
が
一
層
輝
け
る
よ
う
、

装
い
新
た
に
行
わ
れ
た
。

来
場
者
も
、
よ
り
臨
場
感
あ
る

発
表
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
同
級
生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
聴
い
た
市
立
太
田
高
３
年

の
山
下
雅
人
さ
ん
は
「
間
近
だ
っ

た
の
で
、
堂
々
と
し
て
い
て
格
好

良
く
見
え
た
」
と
興
奮
気
味
に
話

し
た
。

台中央に
ランウエー
臨場感増す
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日
午
後
７
時
ご
ろ
、
館
林

市
の
女
性

が
「
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
１
枚
を
だ
ま
し
取
ら

れ
た
」と
館
林
署
に
届
け
出
た
。

同
署
が
詐
欺
事
件
と
し
て
捜
査

し
て
い
る
。

同
署
に
よ
る
と

日
正
午

ご
ろ

女
性
方
に
警
察
官
を
装

っ
た
男
か
ら

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
が
詐
欺
に
使
わ
れ
て
い

る

新
し
い
物
に
換
え
る
必
要

が
あ
る

な
ど
と
う
そ
の
電
話

が
あ
っ
た

女
性
は
自
宅
を
訪

れ
た
全
国
銀
行
協
会
の
職
員
を

名
乗
る
男
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
１
枚
を
手
渡
し

だ
ま
し
取

ら
れ
た

口
座
か
ら
現
金
計
２

０
０
万
円
が
引
き
出
さ
れ
た

カ
ー
ド
詐
取
さ
れ

万
引
き
出
さ
れ
る

館
林
の
89
歳
女
性

▽
伊
勢
崎
興

陽
高
の
「
秋
の

興

陽

フ

ェ

ス

タ
」
が
１
日
、

伊
勢
崎
市
の
同
校
で
開
か
れ

た
。
農
業
、
生
活
、
福
祉
の
６

系
列
で
学
ぶ
生
徒
が
育
て
た
農

産
物
や
花
の
販
売
、

無
料
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ

ー
ジ
な
ど
が
行
わ

れ
、
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
っ
た
。

▽
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
に
は
花
と
緑
で
環

境
を
創
る
系
列
の
授

業
で
栽
培
し
た
シ
ク

ラ
メ
ン
が
並
ん
だ
‖

写
真
。
家
族
で
訪
れ

た
本
山
都
子
さ
ん

‖
高
崎
市
‖
は

「
昨
年
買
っ
た
ら
き

れ
い
で
長
持
ち
し
た

の
で
、
今
年
も
来
た
。
い
い
物

が
あ
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。

▽
同
系
列
の
岡
夏
希
さ
ん

（
２
年
）
は
「
花
芽
に
光
を
当

て
る
作
業
な
ど
を
頑
張
っ
た
。

自
分
が
育
て
た
花
が
売
れ
る
の

は
う
れ
し
い
」と
笑
顔
だ
っ
た
。
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◆
ト
ラ
ッ
ク
に
は
ね
ら
れ
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
女
性
重
傷

１
日

午
前
９
時

分
ご
ろ
、
邑
楽
町

篠
塚
の
町
道
十
字
路
で
、
自
転

車
で
道
路
を
渡
っ
て
い
た
近
く

の
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
籍
女
性
で
派

遣
社
員
、
タ
ン
ダ
・
モ
ウ
さ
ん

が
、
同
町
石
打
、会
社
員
、

山
岸
博
さ
ん

の
運
転
す
る

ト
ラ
ッ
ク
に
は
ね
ら
れ
、
肋ろ

っ

骨こ
つ

を
折
る
な
ど
の
重
傷
を
負
っ

た
。
大
泉
署
に
よ
る
と
、
山
岸

さ
ん
が
１
１
９
番
通
報
し
た
。

◆
藤
岡
で
物
置
全
焼

１
日

午
前
０
時
ご
ろ
、
藤
岡
市
中
、

農
業
、
小
林
能
文
さ
ん

方

か
ら
火
が
出
て
い
る
と
、
近
く

に
住
む
男
性
か
ら
１
１
９
番
通

報
が
あ
っ
た
。
木
造
平
屋
建
て

の
物
置

平
方
㍍
を
全
焼
し

た
。
藤
岡
署
に
よ
る
と
、
出
火

当
時
小
林
さ
ん
が
母
屋
に
い
た

が
、
火
災
に
気
付
い
て
逃
げ
、

無
事
だ
っ
た
。

82
歳
運
転
の
車
に

は
ね
ら
れ
中
２
重
体

太

田

１
日
午
後
４
時

分
ご
ろ
、

太
田
市
新
田
反
町
町
の
市
道
十

字
路
で
、
自
転
車
で
道
路
を
渡

っ
て
い
た
同
市
新
田
木
崎
町
、

中
学
２
年
、
太
古
海
都
さ
ん

が
軽
乗
用
車
に
は
ね
ら
れ

重
体
と
な
っ
た
。

太
田
署
は
同
日
、
自
動
車
運

転
処
罰
法
違
反
（
過
失
傷
害
）

の
疑
い
で
、
軽
乗
用
車
を
運
転

し
て
い
た
同
町
、
無
職
、
小
野

里
和
子
容
疑
者

を
現
行
犯

逮
捕
し
た
。

同
署
に
よ
る
と
、
容
疑
を
認

め
て
い
る
。
太
古
さ
ん
は
部
活

動
か
ら
帰
る
途
中
で
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
た
。

車
に
は
ね
ら
れ

80
歳
男
性
死
亡

沼

田

１
日
午
後
５
時

分
ご
ろ
、

沼
田
市
上
原
町
の
市
道
交
差
点

で
、
歩
い
て
横
断
歩
道
を
渡
っ

て
い
た
近
く
の
生
方
輝
房
さ
ん

が
軽
乗
用
車
に
は
ね
ら

れ
、
頭
を
強
く
打
っ
て
死
亡
し

た
。沼

田
署
は
同
日
、
自
動
車
運

転
処
罰
法
違
反
（
過
失
傷
害
）

の
疑
い
で
、
軽
乗
用
車
を
運
転

し
て
い
た
同
市
発
知
新
田
町
、

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
、
笠
原
末
吉

容
疑
者

を
現
行
犯
逮
捕
し

た
。
容
疑
を
同
法
違
反
（
過
失

致
死
）
に
切
り
替
え
、
詳
し
い

事
故
原
因
を
調
べ
る
。

同
署
に
よ
る
と
、
容
疑
を
認

め
て
い
る
。
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